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どの子にも“笑顔”“笑顔”あふれる社会に
～体罰に関する意識調査から子育てを考える～

　2020年４月に「子どもへの体罰」が法律で禁止されました。この法律は、子育てを社会全体で
応援・サポートし、体罰によらない子育てを社会全体で推進することを目的としたものです。
　今回は「2021年版 子どもに対するしつけのための体罰等の意識・実態調査結果報告書」から、
保護者の体罰等に対する意識の実態をみてみましょう。
問 人権推進課 ☎088・684・1148　生涯学習人権課 ☎088・686・8803

・ 子どもに決して体罰をすべきではないと考えている
回答者は約６割。2017年調査（前回調査）と比較し、
体罰を容認する回答者が減少した一方、いまだに４
割を超える人が体罰を容認しています。

・ 性別では男性、年代別では40～50代、第一子年齢
別では10～18歳の子どもがいる回答者が体罰を容
認する傾向がみられます。

▼ 体罰についての意識

　今回の調査から分かるとおり、現在も体罰を
容認する保護者が一定程度存在しています。
　しかし、体罰は子どもの成長・発達に悪影響
を与えることが科学的にも明らかになっており、
体罰が繰り返されると心身にさまざまな悪影響
が生じる可能性があることも報告されています。
この調査結果をもとに「よりよい子育て」につい
て、各家庭で改めて考えてみませんか。

▼ 体罰の内容による意識の違い
・ 前回調査と比較して、子どもをたたく行為を容認す

る回答者の割合が減少しました。しかし、依然とし
て「こぶしで殴る」「物を使ってたたく」「加減せずに
頭をたたく」を容認する回答者が６～８％、「お尻を
たたく」「手の甲をたたく」を容認する回答者が、約
５割存在しています。

・  こころを傷つける罰について、前回調査と比較して
容認する回答者の割合が減少しました。しかし、依
然として「にらみつける」「怒鳴りつける」を容認する
人が、それぞれ約３～４割存在しています。

▼ 子どものこころを傷つける罰についての意識

こんなシーンで役立ちますこんなシーンで役立ちます

７月１日スタート
電話リレーサービス電話リレーサービスを活用しよう！

市民・事業所の皆さんへ市民・事業所の皆さんへ 利用登録を希望する方へ利用登録を希望する方へ
　「電話リレーサービス」の通訳オペレーターを
介して電話があった場合には、通話を拒否する
ことなどがないよう、適切な対応をお願いしま
す。また、通訳を挟むため、通常の電話に比べ
て時間がかかることをご理解いただくとともに、
通話の際はできるだけ端的明快に発言するよう
にお願いします。

　サービス内容や通話料などの詳細が知りたい
方、利用登録を希望する方は、（一財）日本財団
電話リレーサービスまでご相談ください。
FAX 03･6275･0913
メール: info@nftrs.or.jp
☎ 03･6275･0910

（受付時間：午前９時～午後６時） ▲ホームページ

　「電話リレーサービス」は、聴覚や発話に困難のある方による「手話」や「文字」と耳が聞こえる方に
よる「音声」をオペレーターが通訳することにより、双方の意思疎通を仲介するサービスです。

▲緊急時の110番、
　118番、119番通報

▲病院への予約・連絡
　病院からの状況確認

▲家族・友人
　との連絡

365日、24時間
対応可能

※利用登録が必要です。

▼電話リレーサービスの仕組み
電話リレーサービスの仕組み

耳が聞こえる人

通訳
オペレーター

文字入力
手話

音声

聴覚や発話に
困難のある方
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